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周辺自治体の学校施設に関する取組み事例 

１．千葉市 新宿小中学校 【過大規模校化への対応の事例】 

〇経緯 

 

（出典：千葉市 教育委員会ホームページ） 

〇新宿中学校内への分教室の開設 

 

（出典：千葉市 千葉市立新宿小学校ホームページ） 

・ .新宿小学校は、将来、過大規模校化が予想され、その対応を図るため教育委員会では、平成 21

年 11 月から地域や保護者の方に対し、「神明町・出洲港地区を寒川小学校に学区調整し、周辺

校を含め広域的な適正規模校化を図るため新設校を設置する」基本案を示す 

・ 市民から広く意見を聴取するために、平成 22 年 2 月から地元の自治会、新宿小・中学校 PTA 役

員等で構成する協議会の中で、様々な対応案について慎重な協議を重ねる 

・ その結果、平成 22 年 5 月 29 日の第 4 回協議会において、「新宿小学校の過大規模校化への対

応については、学区の変更を行うことなく校舎の増築によりその対応を図ること。その場合、将来

の新宿中学校の大規模校化を見据え、中学校に増築することが望ましい」との、委員 22 名全員

による合意が得られ、教育委員会に要望書が提出された 

・ 平成 26 年 4 月 7 日より新宿中学校内に分教室が開設 

・ 6 年生の児童が分教室にて学習・生活 

 

参考資料② 
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〇新宿小学校内の分教室開設の説明（平成 26 年 3 月説明会資料より） 
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２．千葉市 打瀬小学校 【オープンスクール導入の事例】 

〇概要 

 

（出典：千葉市 打瀬小学校ホームページ） 

〇門も塀もない小学校 

 

（出典：千葉市 打瀬小学校ホームページ） 

・ .打瀬小学校（平成 7 年 4 月開校）は、千葉市の西部に位置する国際業務都市（幕張新都心）のと

なりに位置している。平成 18 年 4 月に美浜打瀬小が開校し、ベイタウンは小学校 3 校となった。

ベイタウンを東西に分ける美浜プロムナードを境界に東側が打瀬小の学区になっている。 

   

中庭 

        

ワークスペース                    多目的室 

・ 平成 7 年 4 月、幕張新都心住宅地区の街開き

とともに開校 

・ 全校児童数は、平成 30 年 4 月現在 503 名 

・ 21 世紀のライフスタイルを目指した街と一体化

されたオープンスクール。街に開かれ“門も塀も

ない小学校” 

 

正門 


